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講
演
な
ど
で
意
識
高
め
る

２
０
２
４
年
度
県
産
業
安
全
衛
生
大
会
が
２
日
、
水
戸
市
の
ザ

・
ヒ
ロ
サ
ワ

・
シ
テ
ィ
会

館

（県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）
で
開
催
さ
れ
た
。
今
年
の
年
間
標
語
は

「小
さ
な
ヒ
ヤ
リ
も

大
事
な
気
づ
き
　
士戸
に
出
し
て
　
災
害
ゼ
白
」
。
各
団
体
か
ら
多
数
の
関
係
者
が
参
加
し
、

労
働
安
全
衛
生
向
上
に
貢
献
し
た
関
係
者
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
、
労

使

一
丸
で
災
害
防
止

へ
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
合

っ
た
。

冒
頭
、
主
催
者
団
体
代
表
の

一局
輪
忍
茨
城
労
働
基
準
協
会
連

合
会
長

（写
真
右
上
）
は

「本

年
度
は
第
１４
次
労
働
災
害
防
止

推
進
計
画
の
２
年
度
目
と
な

る
。
計
画
に
真
摯
に
取
り
組
む

こ
と
が
労
働
災
害
防
止
に
つ
な

が
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

表
彰
式
で
は
、
安
全
衛
生
に

功
績
の
あ

っ
た
事
業
場
や
個
人

な
ど
に
対
し
て
表
彰
状
が
贈
ら

れ
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
大

和
ハ
ウ
ス
エ
業
蜘
の
中
村
恵
伸

竜
ヶ
崎
工
場
長
が

Д
フ
後
も
受

賞
に
恥
じ
な
い
安
全
衛
生
活
動

を
協
力
会
社
と

一
体
と
な

っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
」
と

謝
辞
を
献
じ
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
澤
口
浩
司
茨

城
労
働
局
長

（
写
真
中
央
上
）

が
労
働
災
害
発
生
状
況
を
説
明

し

「労
働
災
害
の
防
止
に
危
機

感
を
持

っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」
と
強
調
。
ま

た
、
県
産
業
戦
略
部
の
長
谷
川

克
己
次
長

（
写
真
左
上
）
が

「皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
よ
り
良
い
職
場
環
境

を
つ
く

っ
て
ま
い
り
た
い
」
と

述
べ
た
。

＞
大
和
ハ
ウ
ス
エ
業
の
中
村
工
場
長
が
謝

辞

七

よ

蔦

療

Ｄ

　

叢

留
憂

場
昌

■
藤
和
建
設
蜘

（日
立
市
）

■
小
桜
建
設
仰

（石
岡
市
）

■
自
田
正
建
伽

（桜
川
市
）

■
閉
茂
木
工
務
店

（
潮
来

Ｕ
［現
場

屋

■
宇
都
木
建
設
蜘

（
古
河

Ｕ
■
筒
生
田
目
工
務
店

（常
陸

太
田
市
）

■
蜘
弓
野
組

（
常
陸
大
宮

ф

　

　

　

　

・

［豊■山
田
実

（
三
国
屋
建
設

伽
、
神
栖
市
）

覇
長
昌

■
菊
地
政
行

（伽
椎
名
工
務

店
、
大
子
町
）

【
林
業

・
木
材
製
造
業
労
働

災́
害
防
止
協
会
県
支
部
長
表

彰
】［事
業
場
昌

■
林
業

ｏ
木
材
鯉
署
翠
薪
荀
中

災
害
防
止
協
会
県
支
部
下
館
分

会

（笠
間
市
）

［豊■
井
上
千
代
子

（安
全
衛
生

指
導
員
、
常
陸
太
田
市
森
林
組

△
じ

産業安全衛生大会

県
経
営
者
協
会
の
笹
島
律
夫

会
長

（写
真
右
下
〉
は

「企
業

に
と

っ
て
何
よ
り
大
切
な
の
は
ヽ

働
く
人
の
安
全
と
健
康
で
あ
り

全
社
的
な
取
り
組
み
が
不
可

欠
」
、
日
本
労
働
組
合
総
連
合

会
県
連
合
会
の
狩
谷
祐

一
事
務

局
長

（写
真
中
央
下
）
は

「全

て
の
働
く
方
に
目
配
り
、
気
配

り
、
心
配
り
を
お
願
い
し
た

い
」
と
話
し
た
。

続
く
第
二
部
で
は
行
政
講
演

と
特
別
講
演
が
行
わ
れ
た
。
行

政
講
演
は
茨
城
労
働
局
労
働
基

準
部
健
康
安
全
課
の
杉
山
編
課

長
補
佐

（写
真
左
下
）
が

「最

近
の
安
全
衛
生
行
政
に

つ
い

て
」
と
題
し
て
講
演
。

特
別
講
演
で
は
防
災
科
学
技

術
研
究
所
水

・
土
砂
防
災
研
究

部
門
の
加
藍
見
平
主
任
研
究
員

が

「線
状
降
水
帯
～
発
生
メ
カ

ニ
ズ
ム

ヽ
と
予
測
、
対
応
～
」
と

題
し
講
演
。

最
後
に
大
会

宣
言
が
満
場

一

致

で

採

択

さ

れ
、
大
会
は
閉

会
と
な

っ
た
。

主
な
受
賞
者

は
次
の
と
お
り

霰

彿

埒

【
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
】

［萱
■
大
陽
日
酸
東
関
東
蜘

（日

立
市
）
【
茨
城
労
働
局
長
表
彰
】

［優
良
昌

■
大
和
ハ
ウ
ス
エ
業
蜘
竜
ヶ

崎
工
場
籠
ケ
蛭
じ

冥
励
昌

■
蜘
フ
ジ
ク
ラ
ハ
イ
オ
プ
ト

石
岡
工
場

（小
美
玉
市
）

■
関
東
道
路
伽

（筑
西
市
）

■
蜘
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
蜘

ケ
ア

・
ケ
ミ
カ
ル
ズ
事
業
部
北

利
根
工
場

（古
河
市
）

■
蜘
フ
ジ
タ
関
東
支
店

「伽

ク
ボ
タ
筑
波
工
場
東
日
本
部
品

セ
ン
タ
■
新
築
工
事
■
（
つ
く

ば
み
ら
い
市
）

■
Ａ
Ｇ
Ｃ
セ
イ
ミ
ケ
ミ
カ
ル

蜘
鹿
島
工
場

（鹿
嶋
市
）

■
蜘
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ａ
鹿
島
食
品

工
場
／
鹿
島
化
学
品
工
場

（神

雫

）
研
績
昌

■
大
野
豊

（元
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
製
造
業
災
害
防
止
協
議

〈
Д
本
長
）

【
茨
城
労
働
基
準
協
会
連
合

会
長
表
彰
】

［事
業
場
昌

■
蜘
青
山
製
作
所
茨
城
工
場

（ひ
た
ち
な
か
市
）

■
∽
関
根
鉄
工
所

（
日
立

し
■
閉
ト
ョ
ウ
ラ
ス
筑
西
市
）

■
リ
ス
カ
蜘
大
子
工
場

（大

子
町
）
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

■
井
関
農
機
蜘
つ
く
ば
み
ら

い
事
業
所

（
つ
く
ば
み
ら
い

し
■
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
コ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
関
東
蜘

（稲
敷
市
）

日
蜘
久
力
製
作
所

（
行
方

Ｕ
醤

］

■
中
出
良
幹

（安
全
衛
生
教

育
講
師
）
　

　

　

´

【
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会
県
支
部
長
表
彰
】

＜
局
長
表
彰
を
受
賞
し
た
関
東
道
路

母
彎

ス

ロ

ー

を

ン


